
 

 

 

             

             

           レベル１継続 けれど、油断禁物です！ 

県では、６月１１日（土）以降、全県において、県のガイドラインに基づく警戒レベル「１」を継続

しています。全国的にも、様々な規制や制限も徐々に緩和されています。ただ、注意しなければならな

いのは、コロナ禍以前と同じ生活に戻るということでは決してありません。３密のリスクが高く、感染

防止対策が取られていない場所への外出等の際は、十分に注意が必要です。 

 

身体的距離が確保できる場合には、マスク着用の必要はありません 

例年よりも早く梅雨が明け、気温・湿度の高い日が続いています。

このような状況でのマスク着用は、体に熱がこもる原因となり、熱中

症のリスクが高まる恐れがあります。暑さと感染予防の両立は難しい

と思いますが、「熱中症」対策は、最優先になります。屋外において

、会話をほとんど行わない状況や、身体距離が十分確保できる場所（２ｍ以上）でのマスクは必要あり

ません。ルールに従い、状況に応じてマスクを外すことで「マスク熱中症」を予防しましょう。 
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           覚えておこう！４つのチェックポイント 

  下の図は、熱中症の対応フローチャートです。ここ数年の異常とも呼ばれる暑さのなかで生活する

私たちにとって、熱中症は決して人ごとではありません。また、皆さんが、いつ、バイスタンダー（

居合わせた人）になるかも分かりません。そのような状況に遭遇した際、落ち着いて、適切に対処で

きる人であってほしいと願っています。 

熱中症を疑う症状があり（チェック１）、呼び掛けに応じない時（チェック２）には、すぐに救急

車の要請となります。けれど、意識はしっかりとあり、呼びかけにも応じるけれど、すぐ受診させた

方がよいのか判断に迷ってしまう、ということがあります。この場合には、「自力飲水できているか

」（しっかり自分の手で飲料を持ち、水分摂取行動を取れているか）がポイントになります（チェッ

ク３）。自力飲水ができない場合には、医療機関に直ちに受診する必要があります。 

いすれにせよ、少しでも迷ってしまうような症状があり、判断が難しいと感じた場合は、医療機関

を受診することが望ましいとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

 

 

 


